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損益の状況（損益の状況（11））

●社内管理ベース 損益の実態をより適切に表すよう、財務会計ベースに以下の調整を加えたもの

*1 資金収支…資金運用収支＋その他業務収支に計上されている実質的な資金運用にかかる損益（為替スワップ収益等）

*2 手数料等収支…役務取引等収支＋その他業務収支に計上されているお客さまとの外貨売買取引にかかる収益

*3 その他収支…その他業務収支より*1と*2の調整を控除したもの。主な内容は債券関係損益およびデリバティブ関連損益

●コアベース 社内管理ベースのその他収支（主に債券関係損益およびデリバティブ関連損益）を除いたもので、当社の基礎的な収益を表すもの

■財務会計 ■ （ご参考）社内管理ベース単位：億円

+45.5%+4128中間純利益

+30.0%+52216経常利益

+8.0%+56863営業経費

+28.7%+52318業務純益

▲30.8%▲ 61420その他業務収支

-+1.50.8▲0.7役務取引等収支

前年同期比
2011年度
上期

2010年度
上期

＜6ヶ月累計＞

+24.2%+157863資金運用収支

+12.6%+109383業務粗利益

-▲5▲05その他収支*3

+19.2%+065手数料等収支*2②

前年同期比
2011年度

上期

2010年度

上期
＜6ヶ月累計＞

+21.5%+158772資金収支*1①

+12.8%+109382業務粗利益

単位：億円

金額は億円未満切捨て（役務取引等収支を除く）、増減率は四捨五入で表示

+21.3%+169377
コアベース業務粗利益(A)
= ①＋②

+88.7%+112412
コアベース業務純益
= (A)－③

+8.0%+56964営業経費等 ③

z業務粗利益は、住宅ローンを中心とした貸出金利息の増加や円預金にかかる支払利息の減少により、資金運用収支が
増加し、前年同期比10億円増加の93億円。
z経常利益は、人件費などの営業経費が同5億円増加したものの、同5億円増加の22億円。
（※基礎的な収益を示す社内管理ベースの「コアベース業務粗利益」「コアベース業務純益」はいずれも同増加。）
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損益の状況（損益の状況（22）） 金額は億円未満切捨てで表示

■ （ご参考）社内管理ベース

【コアベース業務粗利益、営業経費等、コアベース業務純益】
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預かり資産残高預かり資産残高 金額は億円未満切捨て、件数は千件未満切捨て、割合は四捨五入で表示
※四捨五入の影響等により、合計が100％にならないグラフがあります。
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【外貨預金残高】
CAD1% CHF・HKD・BRL

1%

USD
50%

EUR12%
GBP3%

AUD17%

NZD16% 2011年9月末

前年度末比
16億円増

z預かり資産（預金と投資信託の合計）残高は、前年度末比118億
円減少の１兆7,437億円。
z預金残高は、円高進行で円から外貨へのシフトが進んだものの、
外貨預金の残高が円換算の影響（▲約340億円）で微増に留
まったことから、同38億円減少の１兆6,452億円。
z投資信託は、販売は堅調だったものの、基準価額下落により
同79億円減少の985億円。
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運用資産残高・運用資産残高・財務健全性関連財務健全性関連 金額は億円未満切捨てで表示

●スタンダード&プアーズ

長期カウンターパーティ格付け「A」

アウトルック「安定的」

短期カウンターパーティ格付け「A-1」

●日本格付研究所

長期優先債務格付け「AA-」

見通し「安定的」

【格付け（2011年9月末現在）】

※平成18年金融庁告示第19号「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準」に基づき算
出している。なお、平成21年３月期より「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保
有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準
（平成18年金融庁告示第19号）の特例（平成20年金融庁告示第79号）」を適用している。

【有価証券残高（格付け別）】
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【自己資本比率】

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

3,191 3,470
4,000

4,770
5,343

5,866
6,364

7,224
7,761

0

2,000

4,000

6,000

8,000

9月末 3月末 9月末 3月末 9月末 3月末 9月末 3月末 9月末

（億円）

住宅ローン

その他

期中平残 住宅ローン
6,978億円

【貸出金残高】 前年度末比
537億円増

その他
782億円
※うち法人向け
704億円
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20120111年年度度上期上期の主な取り組みの主な取り組み

z [夏のボーナス]株式など購入手数料キャッシュバック実施 【6月】

z ログイン前サービスサイト全面リニューアル 【6月】

z スマートフォンサイト開設 【8月】

z シドニー駐在員事務所設置 【8月】

z クレジットカード事業本格参入

（ソニーカード・2通貨決済能付クレジットカード発行開始） 【5月】

z 株式会社スマートリンクネットワークを子会社化 【7月】

z 「ソニーカードのプレゼント企画」実施 【7月】

z [夏のボーナス]チャリティ企画実施 【6月】

（1）円定期 特別金利

（2）“ウォークマン” プレゼント

（3）お振り込みで500 円プレゼント

z 「団体信用生命保険（ワイド団信）」取り扱い開始 【4月】

z 「変動セレクト住宅ローン」取り扱い開始 【8月】

z ログイン前サービスサイト「住宅ローンシミュレーション」

提供開始 【8月】

◇円預金

◇住宅ローン

◇外貨預金

z 外貨預金の取り扱い通貨に「ブラジルレアル」を追加 【5月】

z 「ブラジルフェア」実施 【8月】

◇ソニーバンク証券との金融商品仲介サービス

◇その他サービスなど

◇決済サービス

◇投資信託

z 4ファンドの取り扱い開始 【8月】

・ＬＭ・ブラジル高配当株ファンド（毎月分配型）

・ピクテ新興国インカム株式ファンド（毎月決算型）

・アジア・ソブリン・オープン（毎月決算型）

・ＤＷＳ・グローバル・アグリビジネス株式ファンド

z 「ブラジルフェア」実施 【8月】


